
報告書様式 
Ⅰ 活動状況    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 相川運動公園仮設住宅の様子 

活動１：代行サービス  

① 買物代行：相川運動公園仮設住宅から推薦により 2 名の仮設住宅サポ

ーターを雇用し事業にあたった。利用者のニーズ発掘も兼ね、受け皿を広

くするため診療所や美容室などへの送迎もサービスに含め告知を行った。

活動当初は週 3 回（月水金）の限定サービスとしたが利用者のニーズにバ

ラツキがあったためオーダーにあわせて随時サービスの提供を行うよう

運用方法を改善した。特に車を持たない高齢者の送迎が中心となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  買い物送迎の様子           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  眼科への送迎           銀行への送迎 
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② インターネットを利用した情報収集事業：光回線が被災しインフラが

不通の状態がしばらく続くという状況だった。ＩＳＤＮ回線で対応を試み

たが通信速度の問題で情報収集に至ることが困難なためコピー機能付き

のＦＡＸ機械をリースしＦＡＸと広報物の印刷や・製作・配布を引き受け

た。 
          
          

 
 
 
 
 
 
 
 事業を利用してＦＡＸ機械を導入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 広報物の作成や配布の状況 

③ 支所での書類取得代行：行政の方から仮設住宅に出向いてニーズを拾

い上げるなど、地縁的なつながりが多く官民同士、顔の見える理想的な関

係と行政の速やかな対応が印象に残った。書類の取得などについては、役

場や支所へ直接利用者を送迎し対応した。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  東京からの働きかけにより      防寒のために取付けられた 
  震災から 10 ヶ月目にして      二重サッシが裏目に・・・ 

ようやく設置された郵便ポスト    社会福祉協議会に要請し設置 
                    された玄関チャイム 
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活動２：コミュニティーセンターの設置・運用 

① お茶のみの場：旧医師住宅を借り受け相川運動公園仮設住宅サポート

センターとネーミングしコミュニティーセンターとして運用を行った。

朝 9 時から夕方 4 時まで（活動当初は月・水・金、その後月・木）同じ仮

設に住み顔の見える関係のふたりが常駐した。屋外には天気の良い日に、

日向ぼっこをしてもらおうとテントを設営、代行サービスと併行して交流

の場づくり（イベント等の開催）を行った。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  サポートセンターは外部からの訪問者の玄関として交流や視察の

方々とのつなぎ役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  天気の良い日  サポート    室内でちょっとした息抜き 
センターの裏に設置したテントで   をする主婦達 
お茶のみをする高齢者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  髪染めも一人では大変です    世間話をしながら内職の場 
 何でもござれ代行サービス     としても利用 
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  年末に餅つきをして過ごす仮設住民達、お楽しみの場としても 
利用されました 
② 支援物資の交換：役場や社協を通さず直接持ち込まれる物資が後を絶

たない中、サポートセンターで一時保管や物資の仕分けを行い物資の配布

や交換を行った。 
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 物資が溜まるとこのように配布作業を行います 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 支援物資として送られた球根もみんなの春のお楽しみ 

③ 写真ギャラリー・④ 交流拠点：震災直後からこの地域に通いボラン

ティアに関わった人達の活動を常時展示し被災地と外部との交流の機会

を創出する手段としてギャラリーを提案したが、サポートセンターがその

役割を担うこととなった。仮設住宅の関係者と協議し宿泊のルールも決

め、現在も地域とボランティアの交流の場となっている。 
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④ 市民農園：瓦礫を拾った跡地を耕運し農地として復興することで生産

→交流→収穫→交流という大地と人の関わりを創出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   瓦礫撤去から農園として再生   コミュニティの創生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   風に揺れる見事な大根      農園の拡幅に精を出す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   福祉施設から来たボランティアに送られた野菜達 
 

⑤ 倉庫：集積された被災木の活用を試み倉庫としての利用検討を行っ

た。仮設住宅は居住スペースでさえも充分に確保出来ない手狭な場所であ

ったため、物をしまう倉庫的な場所が必要になるという想定の下、提案し

た活動であった。しかし活動開始時期には、それぞれが玄関脇に個別に物

置を築造していた為、要望のあった 3 坪程度の倉庫を仮設以外の場所に築

造した。被災木を利用した造作物としては、スクールバスの停留所を作っ

て欲しいという地域からの要望を受け小指、相川の 2 箇所にバスの停留所

を建設した。 
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 被災木を製材するボランティア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 被災木が 
倉庫として甦る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地域の要望により建てられたスクールバスの停留所 
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小指スクールバス停留所から通うこどもたち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 相川スクールバス停留所 
 
⑥ ボランティアのコーディネート：瓦礫の撤去が終わりこの地区にも

様々な形でボランティアが訪れるようになった。その形態は多様であり地

区の行事や学校行事との日程の調整、ボランティアのコーディネートを行

った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   衣装から全て用意され開催された七五三の写真撮影会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   そば振る舞いに駆けつけたボランティアをコーディネート 
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   年末に開催された無料カットサービスの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   桜の木の植樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   地域と小学校について宮城教育大学と開催した地域づくりセミナー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   福岡県から来た議員団の視察の様子 

被災地の被害状況を視察にたくさんの方々が来所 
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